
IPv6によるインターネットの利用高度化に関する研究会の進め方（案） 

目 的 

検討事項 

 本年４月から夏頃を目処に開催し、第2次プログレスレポートを取りまとめる。  

スケジュール 

１．第3次報告書及びプログレスレポートのフォローアップ 
（１） IPv6インターネット接続サービスのデフォルト提供に向けた取組等（アダプタのHGWへの一体化 等） 
（２） IPv6インターネット接続サービスの提供範囲の拡大（BフレッツのNGNへの移行、モバイル分野におけるIPv6イン

ターネット接続サービスの提供 等） 
（３） IPv6対応に伴う技術的諸課題への対処（IPv4アドレス共用技術による影響への対策、IPv4/IPv6併存環境での運用

や情報セキュリティ確保に係る課題への対策 等） 
（４） データセンタやコンテンツプロバイダのIPv6対応状況 

２．IPv6対応の加速化に向けた更なる取組 等 

 総務省は、平成21年2月27日から「IPv6によるインターネットの利用高度化に関する研究会」（座長：齊藤忠夫 東京
大学名誉教授）を開催し、円滑なIPv6対応に向けた促進方策について検討を行い、平成23年12月に第3次報告書
を取りまとめ、平成24年7月には同報告書の内容の進捗状況の検証結果等をプログレスレポートとしてとりまとめた。 

 同プログレスレポートでは、IPv6インターネット接続サービスの更なる利用拡大を図るための今後の対応に向けた基
本的な考え方（IPv6インターネット接続サービスのデフォルト提供、早期の課題解決に向けた関係事業者間の協力
等）が示されている。 

 これらの点については、現在、関係者において鋭意取組がなされているところ、当該取組の一層の推進を図るため
には、関係者における取組の進捗について検証するとともに、取組が進んでいない部分については、更なる対策を
検討することが必要。 

 このため、本研究会において、以下の事項について検討を行うこととする。 
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スケジュール（案） 

４月 ５月 ６月 ７月 

第23回 
(4/24) 

第24回 
(5/23) 

第25回 
(6/10) 

第26回 
(7/1) 

○デフォルト提供に向けた取組等
（その２） 
 (①IPv6インターネット接続サービス
のデフォルト提供の拡大、②アダプ
タのHGWへの一体化、③VNE数の
増加・相互接続点の増設について
議論) 

○IPv6インターネット接続サービス
の提供範囲の拡大（その１） 
 (①Bフレッツ利用者のフレッツ光ネク
ストへの移行について議論) 

○データセンタやコンテンツプロ
バイダのIPv6対応状況（その１） 
 (DCのIPv6対応状況について議論) 

○研究会の進め方 

○デフォルト提供に向けた取
組等（その１）  
（①IPv6インターネット接続サー
ビスのデフォルト提供の拡大
等について議論） 

○データセンタやコンテンツプロバイ
ダのIPv6対応状況（その２） 
 (コンテンツプロバイダのIPv6対応状況
について議論) 

○IPv6インターネット接続サービスの
提供範囲の拡大（その２） 
 （②モバイル分野における IPv6イン
ターネット接続サービスの提供につい
て議論） 

○IPv6対応の加速化に向けた更な
る取組 
 （地方自治体等のIPv6対応について
議論） 

○第2次プログレスレポート案の提示 

○IPv6対応に伴う技術的諸課
題への対処 

 (技術的課題の取組状況につい
て報告） 

○第2次プログレスレポートの
とりまとめ 
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